
星空ガイド ４月１６日～５月１５日

※惑星は２０２１年５月１日の位置です。

よいの星空
４月１６日２２時頃

５月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
４月１６日 ４時頃

５月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

４ １６ 金 ５：２５ １８：３０ ７：４４ ２２：１９ ４.０

２１ 水 ５：１９ １８：３４ １１：５７ １：４４ ９.０

２６ 月 ５：１３ １８：３８ １７：３８ ４：４１ １４.０

５ １ 土 ５：０７ １８：４２ ２３：３７ ８：２１ １９.０

６ 木 ５：０２ １８：４６ ２：２９ １３：３６ ２４.０

１１ 火 ４：５８ １８：５０ ４：４３ １８：１９ ２９.０

１５ 土 ４：５５ １８：５３ ７：０５ ２２：０５ ３.３
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４月１７日 月・火がならぶ

４月１７日、西空、おうし座の角の先あたりで、月齢５.０の月と、赤い火星とが並ん

でいます。南アジア方面では、火星の前を月が横切り、火星食になっているはずです

が、大阪では月が火星の南側を通過していくのが観察できます。

右図はステラナビゲータ

１１を利用して制作した、火星

に対する１時間ごとの月の位

置です。

なぜ、相対的な位置関係

が変わるのかといえば、月が

約ひと月で、地球の周りを回

っているからです。

地球の自転により、月も火

星も星座の星も１時間に、

３６０°÷２４時間＝約１５°東か

ら西へと移動します（日周運

動）。

一 方、月 は１日 に、３６０°

÷３０日＝約１２°、西から東へと移動します。これは１時間当たりでは０.５°の移動で

す。月の視直径が約０.５°ですから、星に対して１時間経つと、月は１個分ずつ日周

が遅れていくことになります。明るい星と月がならんだ時、時間を置いて観察すると、

この月の動きがよく分かります。

火星の距離は２億８千万㎞と遠ざかり、明るさは１.５等と二等星のレベルにまで落

ちました。月・火がならんで、火星に対する月の相対的な移動を数時間にわたって観

察できるのは、２０２１年中は今回がほぼ最終です。お見逃しなく！

石坂 千春（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

４ １７ 土 土用の入

月と火星が接近

１９ 月 水星が外合

２０ 火 上弦（１６時）／穀雨（３０°）

２２ 木 ４月こと座流星群が極大

２６ 月 夕方低空に水星と金星が接近

２７ 火 ○満月（１３時）

２８ 水 月が最近（３５７４００㎞）

月 日 曜 主な天文現象など

５ １ 土 八十八夜／天王星が合

３ 月 土星が西矩

４ 火 下弦（５時）

月と土星がならぶ

５ 水 立夏（４５°）／月と木星がならぶ

７ 金 みずがめ座η流星群が極大の頃

１２ 水 ●新月（４時）

月が今年最遠（４０６５００㎞）

図．２０２１年４月１７日の１時間ごとの相対的な位置変化
（ステラナビゲータ１１を利用して作図）
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